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コミンテルンと I-~:界経済論 (3) の 1

第一家

第二霊友 資本主義の綴対的安泌期諭の成JL(務27巻第1珍〉

相対的安定期論と役界経済論

(1) 民主々義的平和主殺の待代緩〈以上本号〉

(1) 民主々

野修

第一次大戦後の国際関係を競主主づけるヴ品ノレサイュ，ワシントン体制は，

持議揮の鋭い対立やふくそうした恥轍をうちにふくむものだったとはいえ，

この昨今期に独仏関の国境の安全を保障する Pカノレノ条約やドイツの国連加盟

など、で補強され，いわばγ常国主義的協調体制Jとして環出した。戦後世界の

守安掻主義的存繍成が強力におしすナめられ，

年代の る桟は，つぎつ

喜男の国!燦緊張の一時的経和にともない，

と「安定Jv.こ象徴される20

うちたてられたのである。邦議

、ても本格的に(独

LI:j)資本が起動し，加えてアメヲカの双ーロッパ介入によるドーズ体競

出t士事戦後世界を「旧態に復するjにとどまらず，資本支毅的な「回復と成

の発展軌道にのぜるものであった。このような過穏は，独占資本主義的

な経演技j特徴主f，この20年代に全路開花させると再雲寺rに「古典的帝密主義段

階Jとは兵なった諸相をも生みだしたといってよし、。かくしていまや，いわ

ゆる資本主義の相対的安定がっくりだされたのである。

うした中で，これまで議迭を余儀なくさ

蒋び昂揚する兆しをみぜる一方，大戦によって解き放たれた植民地従属諸地

域の新勢力の胎動，ソ惑の社会主義建設など，没界的規模での新しい運動の

芽が醸成されていたの

かかる戦後世界を，第2インターのとノレファーディングら く新たな資
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本主義の組織化時代と見散したのに対し，コミンデルγ第5回大会(1924年

6~7 月〉は， r民主々義的平和主畿の時代j と把握したわけで、あった。現実

の資本主義俊界の動向は， しかし，第2インターはもちろん，コミシテノレン

もはるかに超えていたといってよし ろう。従ってコミンデノレン

では，この新しい時代観をめぐって，ここれまでそれぞれに伏恋して必ずしも

明瞭にされなかったコミンテルン諸家の潔論上の純泉が，大会後にいっきに

積出するにいたったのである。ヌミンテノレンのこの論議は相対的安建議論争

の発端をなすとともに，コミンテノレンの戦後概念もともに浮き彫りにするも

ので、あった。やや形式的にいえば，これを民主々議会ぢ平和主義の時代観，資

戦後没界〈政治経済〉の構想という三つの論点に義理

することがで、きょうが，この節では，これらに関する当時の支配的見解をス

ターリン，ブハ{リン， トロッキーの三人に代表さ完全，紹介し検討していき

たい。

第5照大会のコミ γテノレンの時代把曜に最も追いところから，この

々義的平和主義Jの持f史観を主唱したのはスターリンであった。スターリン

は，自らの世界帝国主義体系論機角にたった情勢論をはじめて展開してみぜ

るのであるが，その際設が，後にみるトロツギ?…の.s庁論に対し，r主主主関|か
らの批判を企図したことは，疑いえぬところである。

スタ…予ンはヲ現在の国際情勢を特撤づける三三つの「基本的で決定鈴な契

機J(CDブノレジョ 義々的玉子治1主義の時代の到来φ銃一戸ッパ掲額へのア

メ Fカの干渉と藷償についての連合爵のロンドン協定双…ロッパ労働運動

の在額住とソピニL ト・ロ ップの醤殿前比重の増大〉を挙げ，新しい時代がど

うして到来したのかの鴇覇にかかわっていく。新しし、情勢のひとつの契機と

して，政治!課係や幣級闘争ーの視角によってソ連の地投そして間欧の労鶴謹綴j

の動向を，殺がおさえているのは， トロヅ与や…やブハ…リ γにもみられない

百のもので，ま 闘しておく必要があろうの

例年後半特に，スタ リンが与え の論述には， とか相対的安
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はふくまれていない。彼は新しい時代の出現なすぐれて政治的に解

した。大戦や戦後の混乱で弱体化した資本家側が，ブ口レタリア…トとの観

いに決策合つけえぬまま，社会民主党主どだきこんで「妥協政策Jや「迂国政

策jとして民主々議龍平和主義を演出しているのだ，と L、ぅ。この点で，プ

ロレタリブートの力量が米議熟ゆえに，成功すべき革命も失敗し，新しい時

代に入ったと説く;、 p ツ々ーの と¥，、つ しているO トロツ

弘子ーの見解に，従ってスターリンは，rわれわれが罷く，資本家が強かったか
らだjとの観点からしかみない会新しい時代の現出識だと批判した。しかし

というよりも，もっぱら主体性の強弱に新しい静代出現の根拠を

求めることでは，ご人とも共還している。またここの限りでは，載らが第5回

のジ/ど品ブと開じ観点;にたっていたといってよい。ただ主体的条件の

評穏に，スターヲン乙やジノピ Z ブ〉と;、 p ツキーの時代把握の議察当f顕示す

るにいたる車接の分i肢があったにすぎなし、。スター Pンが論述しナょ要点は，

ブルジョアジーじしんの弱さが，この時代を生みだした必然的根拠をなし，

この鵠さを補完するものとしておしだされてきたのが，戦後的特性たるブア

シズム形態、だ，というところにある。帝国主義の戦後の危機のなかで生まれき

ブァシズムと社会民主々義のまま本的鑑識のい玄だ形さどととのえない政治連令，

と独告のブアシズム鋭〈社会ブプシズム締〉を示すことで，彼は時代的枠撒

づけなおこなった。こうしたf弱点にたって，彼は， トロツギヤ…のファシズム

「内乱時代におけるブルジョブジーの戦闘組織jとみて，それが軍事技

術主義にいちじるしく鏑いた把援だときめつけたのであ

そのうえでスタ…ワンは，危機が現在のところ潜持しており，やがて必ず

顕現するだろうといった20年代に彼がほぼ一貫しでもち続けた独自の観点か

ら， ト戸ツキーの情勢論に設斡を加えるのである。トロツ々…のごとく

家{泌が強かったので新しい時代が切り爵かれたとか，この喜多代が長期の「平

や西欧革命の延期などを意味?ると泣，決してL、えない。また双ーロッ

パにたいするアメザカの干渉が宅fアメ担カによるョー開ッパの平和Jの倉1J出

につながったとはどうしても しえない。なぜならば， どん
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にもまして「帝匿主畿間家の不均等発畏と獄図主義戦争の不可避性とにかん

する法製jが，作動してし、るからであるO つまりスターリンによれば，新し

い時代のなかから潜行している生機が必然、的にあらわれ，階級決戦の決意また

つけるための闘し、が準備されてくるところに，激情勢を危機として操拠づけ

んとするゆえんがあるといえよう。この危機を議実化するものとして導入さ

れたのが，彼の潟郊の帝国主義憾家の子ド均等発展の法関であったわけである。

スタ…ヲンは， レ…ニン理論会「戦争の時揺における帝国主義の研究Jと限

定しておさえたうえで，レ…ニンの不均等発展の指壊をとりだし，それを戦

争の不可避性に結びつけ，法則にまでたかめ窓式化したのである。

加えてスターリンは滑霞主義セ，金融的絞殺と民族抑庄の単一の世界的体

系と解し，この体系にある 4つの矛君主t検出し，不均等発展の決別を翼1、ーの

状況にあてはめてみ与さる。戦勝国と歎戦盤，イギリスとフラン久，イギリス

とアメ Pカタ双… P ッパと植民地という 4つの矛!還による世界の体系恕揮が

それである。スターり γは‘これらの矛詣の根底に資本主義体需1]におけるアメ

ザカの拾閣があることを重視し，認ーロッバ資本主義ためぐる爵際的相互関

係の形成をど，ヨーロッパがアメジカの金融的拡震に絡る一方で，植民主主務取

を続けているところに求めている。後は，ヨーロッパ
ラ，

'-

についてもっと洞察を深め，そこから認 -pッパのとくに f特殊なドイツ j

の戦略を導出すべきであった。当終的のコミ γテノレンにおいてトロッキーがア

メザカの設…口ッパ支挺論に，ヴァノレガが総民地を喪失したヨ…口ッパの投

落論に，またプハ…リ γが欽丹、i列強の自主Z論とかし、うようにともすれば，そ

れぞれ一面的な控援に傾斜しがちななかで，スターザンの綴角は，彼らへの

批判を意味するだけでなく，欧州資本主義の現状を正しく繍裂しうるもので

あったといえるだろう。コミンテルン(ジノビェブら〉が革命の焦点を， ド

イツからイギザスに移宥したと捉える1925年半ばにも，スターリンは，特殊

な時議訟はらんだドイツに依然として照準を合せ函欧革命を長議するのだが，

24年の当時としては，むしろ不均等性に力点をおさず，イギリスとアメザカの

とする世界の分割支配という
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識をど主唱するにとどまった。その際，なぜ体系の4つの矛j言が英米対立とい

うひとつの矛踊に絞来するのかの論理(=必然開設を筏は示しえてなL、。そ

れはレーニユシの帝国主義論な土台に据えて戦後の世界政治経済を捉えるとい

ったのである。つまり，

リン的解釈にもとづく，現状への

資本主義世界についても，列強によ

うよりもノーニン ぐれてスタ

の分割支龍という「古典的Jな帝器主義論の枠総みを，葱本的に前提

とする晃地にたつとはいえ，帝悶主義世界再部における国家間の科害対抗を

危機論としてもつばら る，今日でもよく晃られる そと

の現状への適用なのである。このようなスターリン的観点は， トロツキ向。ーの

戦後世界の構想に対し，不均等発展論による関係論的批轄にとどまらざるを

えない限界性な示すものであった。

スタ{ヲ γじしんにとって，たしかに不均等発展の法則論がもっ意義は大

きかったといえる。被はジノビェフ再様に，新しい時ftのよってをたるゆえん

と経済に分譲して説くのだが，諮らの捉えた政治における民主々

と経慌における「危機以不安定住J議会紛びつけ 3 そのうえで現

の1it識的様相当ピ示す論議として，この法員誌をもちださねばならなかった

のである。 スターリンが芳この法則にもとづいて一国社会主義の器科

の命題に苦言及してもそれはあくまで裂次的であったろう。設はトロッキー理

fアメリカによる双ーロッパの平和j議と克散し，これに対して，戦争

調常闇主義論と限定しておさえたレ…ニニン理論から「不均等発展j議室ど檎出

し，ョ -P')lパに全機が依然として継続されていることを解明せんと試みた

のであるo被は，芸誌a襲勢の1枕機t 不安定性に力点をおいて論述しようとして，

gらの矛j醤論の観点から識下の情勢に際識している危機袈悶を挙げるのだが，

それは新しい情勢を規定する不安定性の証明になりえてない。危機襲爵をと

りだすことで，潜殺的に「資本主義の危機が継統されている」とか，

仁いから危機jが激成するとはいいえても，現在の情勢がどうで、あるかの把握

には必ずしもなっていないのむしろスターヲンの意図に反して警不;均等発展

の法部論をもちだすことでs現実の資本会三畿の戦後摂な発艇な，
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家の関係論議発畏として認める結果になっている。つまり不均等発展議が，

内的動力企失ったという彼の戦後資本主義観や危機絶対識と，現実の動向と

，うまく整合しているので、ある。従って，彼は資本主義世界の

機jというよりも，結果的には「議を唱えていたということになる。こ

の点で後に検討するトロツキ…の線論ときわめて対照的であった。ト胆ツキ

ーは，rョ-pッパの安定Jや「平和jを唱えることでラスターヲシのj危機継続
論とおもて向きは鋭く対立していた。だが，披の主張の民諸にある論理をつ

めていくと戦後世界が不安定牲と動揺性合本来蔀にもつものとして把議され

ることになるのである。すなわち，主主らの主張の暖論的な摂拠にまでたちい

って検討すると，そこでは全く正反対の晃解にいきつく。ここにこそ彼らの

対決点があったにもかかわらず，この点における披らの自 ふ桝
て)J~ 。

いわば当時期の論争はやや表部員せなやりとりに終ったといってよいだろう。

ともあれスターリンにJ危機の継続Jと「相対的安を統ーして捉える

られても，彼はその統一的把援に成功していない。実際に彼は，そ

の後の論稿で、 f物事の二密性Jとか「プラス頭マイナス誼jあるいは「肯

とかいう具合いに情勢をわけで捉える。それきど25年前半時に

国際情勢会議じるスタ…ザンのほとんどの論稿にみることができるが，この

ようた模索を通じて，以後彼は資本会三毅世界内部の安定とソ連の安定および、

のごつの体系のカの均衡が達成されたことにもとづき 7二つの安部J論を

唱える?こいたる。

かくしてスターリンは，新しい時代の到米→帝密主義の全世界的体系→不

c=危機〉→戦争‘くの不可避投L
とL、う論理幾澱から，

ト戸ツキーの永続革命識やおーロッパ合衆儲論に批判を部えたのであ

る。その際務勢論として，手持滋主義の基本法則~不均等発民と兇散し，帝国

主義である織りあくまでもこの法部がつらぬかれるという，手夜間主義法到の

貫徹議視角から英米対立を基調とするi伎界湾縞=危機激成議室ど，設は悶えた

ので、ある。こうし と る額をもつが，戦後fを界
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列強の対立やj~L牒などを通して不断に再編されるところにある，と一般的に

おさえ，そこから危機の激イじを予見するのがブハーリンであった。つぎに彼

の所説にかかわりたい。

1) スターリン「国際情勢についてJ1924年8月(邦訳スターリン全集第6巻293~ 
313頁〉。同 flO月革命とロシア共産主義者の戦術J(以後「共産主義者の戦術」に

略) 1924年12月〔邦訳スターリン全集第 6 巻374~420頁〕。

2) スターリン「国際情勢についてJ(邦訳全集295~297頁〕。および中間勢力主要打撃

論については「共産主義者の戦術J(邦訳全集第 6 巻403~405頁〉。

3) スターリン「共産主義者の戦術J(邦訳全集第6巻386頁〉。傍点引用者。リトヴイ

ノフ f1925年前半時の世界資本主義J(邦訳『マノレクス主義」大正14年12月号60頁〉

をも参照。

ブハーリンは，かつて (1923年〉帝国主義列強の「息つぎ」をもって「安

定」現象と見倣した。この「息つぎJ論は，帝国主義国家の支配体系相互の

均衡ができあがったことを根拠にもつものであった。だが均衡の達成にもか

かわらず，彼は戦争と革命の結果たる世界資本主義の有機体系の破砕が克服

されないとみていた。このような視角をうけてブハーリンは論文「現代資本

主義の諸矛盾」で，現代の資本主義的発展のアウト・ラインを素描した。そ

こでは民主々義的平和主義の時代観や安定の問題に直接言及されていないが，

それはヒノレファーディングの論稿「時代の諸問題」を批判する形をとった間

接的なトロッキー(ラデ γ グ〉批判であった。あらたな時代の分析視角とし

ては， r大戦清算論」を起点にしたブハーリンの資本主義発展史観の再現であ
ったところに，おのずから一定の限界性をもつものであった。

新しい時代の開始を，彼は帝国主義的対抗としてはじめて「全世界を席捲

した戦争が清算」されたところにおく。つまり「大戦清算」論を起点に据え

る。そうして，この時代を分析する際，自らの帝国主義論的見地があらためて

有効で、あることを確認しつつ，現代の時代に①共産主義社会の全面的な組織

イじのための物的条件がほぼ完全に準備されている社会，②革命と階級対立の

未曽有の激成，競争・恐慌・戦争など資本主義的諸矛盾が不断に再生産され

る時代，と大まかな規定を与えた。彼の所論の趣旨は以下のごとくである。

ヒノレファーディングが唱えた資本の組織化論は，これまでわれわれ(ブノ、
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ーリン〉がL、くども公式の文献で確認してきた資本主義の組織他傾向という

事象の半面をえがいているにすぎなし、。いま必要なのは，各国内部で自由競

争が廃絶され，生産の無政府性が克服されても，それゆえにいっそう国家 c=
国民経済〉聞の自由競争が増幅し，従って世界経済の無政府性=矛盾が激し

く深化・拡大するとしづ事象のもう一面を具体的に摘出することである。ヒ

ノレファーディングは，世界経済におけるドノレ支配の仮象をみているが，統一

性を失った「世界経済の崩壊」や解体とL、う実像に注目すべきである。国民

経済においてたとえ恐慌が克服されても，世界的には「破滅的な世界恐慌」

(=戦争〉が発現するのは，いずれにしろ不可避である。

彼は，アング P ・サクソン資本の支配に，政治的・イデオロギー的に拝脆

している。それは，たとえば資本主義と戦争の不可分の関係を否定したり，国

連やイギリスの主権拡大やドノレ支配の賛美にうかがえる。結局のところ，彼

の主張の要点は，あのカウツキー的な超帝国主義論につながるものである。

ところで帝国主義同盟とか超国家組織や，世界的組織化の極限である単一の

世界トラストが実現する条件は，①協定②強力なグループの闘争での勝利，

とかの二つの条件のどちらかでなされるというのが，われわれ〔ブハーリン〉

の見解であった。これを現下の状況に適用すると，①の条件は勢力均衡を前

提とするので，該当しない。②はアングロ・サクソンの主権が拡大し勝利し

たという点で合致するが， しかし国連の内部や「主権」内部には， ヒノレファ

ーディングの述べたのと異なり，統ーがなし、。アメリカの勝利が多分に事実

としても，現況は「アメリカによる組織された資本主義」からはるかに隔た

っている。トロッキーは，アメリカがヨーロッパに「食糧配給体制」の創出

を意図し，¥，、まやそれを実現したと述べたが，これはあまりに非現実的だ。現

在の世界像は，彼らが把握したほど単純でなL、。なによりもヨーロッパ内部

の相違や対立を無視すべきでなL、。アメリカ的な拡大傾向がたとえ継続され

ようとも，その反面で植民地の問題とか日米の対立などぬきがたし、矛盾を，

戦後世界(政治〉経済がかかえており，情勢はもっともっと複雑である。

かかるブハーリ γの視角からすれば， ヒノレファーディングの世界経済「常
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?議イ己j識やトロッキ-(/)双一戸ッパ対アメリカとしウ民|然組闘をi援して達成

された戦後間:界資本主義の国際均布留議論は，あくまでも…特約な様相で，

それを仮象でしかないと被がさ?めつけるのは当然であったろうのすなわら，

ブハ…リンによれば大戦が清算され，資本や独占資本がたとえ自生的膝開を

あらためで嬢始したとしても，やはり戦後段階でも，資本の運動が一方にお

る国民経済の醗家資本主義トラスト〈読は，ポリスの批粍をうけて以後，

20年代末までここの概念会あまり使用しなし、。代ってこの頃からヴァルガがこ

れを拠所で乱発する〉化を生み，組識された資本主義にいたる。他方で資本

あらゆる矛績は， t設界経済場裡に集中して頭演せざるをえなL、。ま

してや戦前と異なりき戦争で不統一位や多様性として条件づけられた戦後世

界経済における資本の活動は，戦前と比較にならぬほど制約されている。こ

こに諮矛盾が激しく露盤せざるをえない必然がある。戦後資本主殺の帰織は，

世界経済における国民経済や国家資本主義トラストの達意義bにもつばらかかわ

っているO つまるところそれは世界恐{慌たる戦争にいたるが，当富の問題は，

の世界経済に顕われてくる諸屋氏経済相笈の相違*対立・矛盾を検出する

ことにある。ブハーすンの情勢論の骨格がこれである。 てブノ、…リンは，

当面する'語勢たこの所論では， ら説きおこし，

のあらたな言葉擦をひとつの玉県論体系に構想、したとはいえ，あらためて自らの

理議体系の枠組みにそれら合怒摂して主唱したわけである。つまり，明確な

ブハーリン的方法の新たな時代への遼清であったといえる。またスターリン

と新しい時代のなかから危識が激化するという観点を共有していたと誌いっ

ても，情勢論の撞立てコケは大いに異なるo 新しい時代をスターヲンが国際的

相互関係の新たな形成のなかに具体的にみようとする点で、は，むしろスタ-

Pンはト口ツキーと共通していた面があるO ブハーリンは大戦清算論にみら

れるごとく一般的に〈関谷名詞抜舎でつ

の達成というところから新しい時代の顎始をつか変えていたようである。戦

前とは異なる戦後的な世界連調から情勢論を構想、ずる志向は，ブハージンに

あまりなかったといわねばならないだろう。ブハーリン誌後年ト口ツキ…や
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トランなどからアメリカの比護を考議してないとよく指織され批判されるが，

もこのぷうなブハ…ヲン的特性に根拠をもっているのであり，ブハ…リ

:/批判に際し，畿の方法的欠陥をこそ絞らは衝くべきであったであろう。さ

らにブハージンのこの大戦演算論を起点とする戦後世界の構想は，

特徴づける独自の論点，アメザカの拾頭のみならず，たとえば戦勝掴と敗戦

掴の矛蹟や新たな資本の運動によって生起する矛盾を，ことごとく世界経済

という場におしこめ 2 ひいては列強(国家資本主義トラスト〉の市場護得額

か実現問題に矛患のすべてを一際化するような欠陥をもっ理論構識だっ

たので、ある。ブハ ~9 ンのかかる視角を，拡大再生態論と彼なりの

トラスト〉論をもって， レーニュ γ理論と せなが

ら統一イじし叙述したのが

ては次節でみることにする。

と資本の蓄積J るが，これについ

の世界縦済と世界政治が，戦前に昆られなかったような列強間の歴然

たる対立をもちs 多様性，不均等性，不統一性〔ブハ一歩ン

! )を瞬、楽に反映する常時不安定なもの(全般的危機〉になった， とブ

、-9ンは見散したわけで、ある024年のこの所論で彼は，スタ…リンと同じ

く資本主義の給対的安定の命題の論述や安定機怠を与えていなL、。むしろブ

ハ…手ンも愈機や軌擦の激{じとして今日の情勢を捉えねばならないと

その共体的分析の必要を提起することで，間接的に「安定j安否定してし、た

といってよいだろう。この点でブハ-9:/もスタ…苦ンと同様に，報対的安

いうト口ツキーに対し，いっ見すると対の視角から情勢論者と唱えた

のである。だが所詮は，列強対立を議議とする戦後世界の詩編過穂の「複雑

さ」ヲピ，多能性や木向性器識としてトロツキ…の7メリカ的な単一の役界体

したにすぎなかったのである。こうしたスターヲンやブハ

ーリンの批判を呼びおこしたト口ツキーの当時の所論の紹介と吟味会通して，

彼らの批判の正否を以下でたちいってみてみたい。

1> 捌稿「コミンチルンと世t:Jli-経済論J 大官級済学研究35誇24考会第4号 368資重量
!娘。
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N， Bucharil1. Die Vliderspriiche des moclernen }(apitalismus， in :“Die Inb?rna-

tional♂ 1924. Heft 18. 

トロッキー『レーニツ死後の第 3 インターナシ認ナノレ~ (19692ド現代怒潮社〉

ず'reInt.Protokoll der Erweiterten Exekutivie der KI， Nov吋Dez1926，ss. 158~160. 

{綴野コミンテノLン

2) 

3) 

した。誰稿

践の終ったところから発する戦後資本主義

アメリカ的な単一の世界体系論にまとめ，

トR ツキーの戦後アメリカ的な単一の世界体系論は望

ロッパとプメリカの関係把絡にもとづき，認…口ツノミ〈全t伎界〉に新

の関係をつくりだしたと晃散す，戦後アメ p)守的な支配体系

ら回大会後いちはやく戦争ーから戦綾にわたるひとつの持

がそれで代の終苦と新しい持代の

トPツキ-vま，

ある。そこで彼は，

したのである。

世界体系の存立と

i/:' 

たな支配と

したものにほかならなL、。つまりアメ担カ的な世界文記の枠組

みに!日列強語障が編入され，いまや!日列強

める一単設にす
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を議員

，カミカミる

的安定を適えた，

彼の湾奇論は，前述したスターリン〈やブハ

が，彼らの部設が，概し

開ッバにおけるくなった〔三

る。

官ン〉の批判せピ呼んだわ吟だ

というのがこの所論におけるト P ヅキー

々義的平和主義の時代観，給対的安定論や戦

していたのに比較して，

トロツキ

もあ

この所論でも基謁誌

しい情勢や事長

の構図をそれぞれ不統一なまま

の3余点を統一的に把援し彼なりの徹底した理論化にある程度，成功してL、

るといってよいものである。それはまた，相対的安定期における，

{の均衡論的資本主義観と永続革命誌の新たな適応とみても隅溶いない。

トロッキーの晋議にかかわる前に，いささか性急にすぎるとも思えるが，

あらかじめつぎのこときど指摘しておきたし、。援はこれまで戦後資本主義世界

の変化を霞際関係の驚化にのみ求め，初期コミンテノレンの共通の

った資本主義の詣律的展開の否定に徹してきたのだが，

それで、あるο とすれば，被の把櫨は，資本の選動がもたら

のもつ質を全く

これら

しえないとしづ基本部欠陥を，おのずから

なえなし、ここにト伊ツキー的戦後論の弱点や欠簡が露顕されていると

i 
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いってよいが，第2次大戦後の世界把握にはともかく， 20年代の世界情勢を

把握するに際しその意i床でトロッキーの理論的制約性はまぬがれがたかっ

た。トロッキー理論はコミンテノレン情勢論を一時期支配するとはし、え，コミ

ンテノレン内での批判によるというよりも，むしろ安定期資本主義じしんに乗

り超えられてしまうのである。それは彼の世界資本主義論の破綻を示すもの

であったといえるだろう。以下彼の所説を概観したい。論稿は9節からなっ

ている。

①大戦前の資本主義世界において，社会主義的な物質的基盤(トラストや

コンツェノレンおよび階級関係をトロッキーは挙げている〉がすでに完全に成

熟していたにもかかわらず，ロシア以外で革命が敗北したのは，プロレタリ

アートの弱さ，つまり断固とした決意と能力を欠いていたからである。「意識

が存在に遅れて」いたのだ。しかし大戦を機に世界は全く変った。「生産力が

零落する戦後ヨーロッパ資本主義には，破壊に対ーする再建のみがあり，生産

諸力の展開をこれ以上になしうる力はなし、」。生産手段の私的所有とヴェノレサ

イユ講和による民族国家の枠組みが，生産力発展の怪拾になっている。「われ

われは革命の時代に突入した。」これが大戦後の基本的な歴史観である。

②1921年のドイツを頂点に，戦後の革命的攻勢は終った。プロレタリアー

トの未自覚のゆえに， ドイツ革命は崩壊し，資本主義の均衡が回復した。資

本家側は，ファシズムに替えて民主々義的平和主義をもちだし，それで、権力

を維持しはじめた。新しい時代が切り聞かれたのだ。

③プロレタリアートの攻勢を撃退し，社会的均衡をえた資本家側に，ファ

シズムを動員するほどの脅威はなくなった。しかし独自に社会を統治しうる

ほどの強い社会的政治的支柱もない。この不安定のゆえに「メンシェヴィキ

主義」がおしいってきたのだ。ファシズムとは，国により異なるし，その社

会的編成もまちまちだが，1本質に即していえば，内乱において，プロレタリ

アートの攻勢を撃退し，緊迫したブノレジョア社会を維持するための，能動的

なグノレープである」。ファシズムは，議会主義に依拠したブノレジョア国家が，

危機に陥っているにもかかわらず，資本家じしん合法性の枠を突破しえない

時にあらわれる。ブノレジョアジーが合-法性の束縛かち解放してやり，ブ、ノレジ
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器ア社会の秩序維持のためにあらゆる方法手段をとることを義務づけたとこ

ろの社会勢力，これがブァシズムである O ぞれは内香しの時代におけるブルジ

ョアジ…の組織である。ブルジョアジーが f正常な国2衣装麓jを居復するか，

ブロレタザアートが勝科すれば，ブァシズムはおのずから消滅する。また，

いまの f平和主義的改良主義j時代は，かつての Pシアの「ケレンス々一体

制」とも異なる。

§戦争以来，貧困化した大陸ヨーロッパに改良をおこないうる経済的基礎

誌ない。しかし現在の沼ーロッパに「鴻繋の安定」とそれによる

がある。すなわち「遥貨と労繋の安定jをえたことで，ヨ p ッパに

あの「相対的できわめて動揺的で，本安定な均衡j合達成することができた

のだ。これが現夜の f改良主義的・平和主義時代の最も である。

だがたと ドイツでこの均衡が失われると，その時はま 。

ところで、s!ーロッパじしんは戦争以来，資本主義の自律性を失ったので，

独力で「経済的均衡の権問性，格対的一時的均衡，とくに労賃と

しえないはず、だ。ここでわれわれ〈トロツキ…〉は，人類の穀業rrの歴

史像の焦点に北アメリカ令衆閣安おしだす。い変.Jf>合衆国の世界史上に占め

しないでは，設も世界プロレクリアートやヨ ~p ッパの運命令

明らかにしえなし、。資本主義世界の主人は，ニューヨーグやワシントンにい

る。認ーロッパに秩序を回復し，認…口ッパ支配のための f輸送計額J"a:'っ

くり，アメ担カlれ、まやそれを実現した 3 アメヲカ資本の力は，かつて鉄と

石炭の総孝況で役界をど支配したイギリスを全く問題にしない。想像伝絶する経

済力である。戦後世界に占めるアメザカの位霊堂とその欝iみは，r認ーロッパと
i!t界の燦史上で最大の鍔鰭Jになった。夜一世ッパ人民に取るに足りない役

しか楽していない各欝通貨は、ことごとくドルに依存し， ド

された。

⑤アメリカは19C末からすでに帝密主義的1伎界政策を追求し，略奪者の道

を歩みはじめたがJ平和的J• r民主的jな鱒という名声合えている。ここが

!日役界の帝悶主義と大し るところである。アメリカの平和的仮開会剥
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ぐのは，たしかに難しい。さしあたり軍隊なしでも安全な地渡的条件(大陸

思家〉と世界市場に遅れて進出ぜざるをえなかった癒史的条件(門戸開放政

に，それは発していると られる。

このアメリカが，双… P ッバ企業の経済抗議露化をはかり，ヨ一口ッパ会

支記するために乗りだしてきたのだG つiどりアメリカの関内市場は，

東部と商部の関内;均衡を土合に安定をえていたが，農業悲4誌の勃発で，不安

地な均衡に代り，海外へ向わざるを旨えなくなった

おこなったヴプノレガによるアメザカの対外進出

よ!)。

5罰大会の経済報告を

軌をーにしている

母アメリカ資本は，ぉ…口ツノミ市場を再嫁し，安定を求め，認{ロッパに

支払い能力会議j出することが，その吉的であるとよくいわれたりする。それ

は石定で、きないが，箕のねらいは「地上にアメ予カ

するために， ヨーロッパな統合支配し，

と恒

プて

ある01'"…P ッパ・ブ/レジョアジーにfそって，ヨーロッパ内部を分割統治し

彼らに佼界市場分割をおこなわぜるのだムアメザカ資本は，いまや自三

融力や経済ブユセ外交権や政治力と結びつけ，ぉ…戸 vパという枇界市場の管

愈u潟地を掌臆した。ぞれはヨ…判ッパの生室長:.，市場，金融の全領域におよび

アメリカの新たな支配機構を形成しつつあるのだ。従って，三一口ッパ列強

(=関家〉も虫、満生し，アメリカ資本の三宮、舟に誼接うごかされる

ことを 5 それは意味する。アメヲカ的なこのま量稼化と グイギヲス

をも鋼外としなし、。アング p ・サグソンブ狩ックをいまのところ形成してい

るが，いずれイギヲスはアメリカに支配されよう ο

アメジカ資本のこの力をもってしでも「ヨ{ロッパを植民地化し，アメ

リ3むの構成部分(自治領〉に編成するのに，使節をョ -pッパに派遣するだ

けで充分jでなかった。プメリカ資本の?なすべき課題J~ど挺った致党z社

会員主党を必撃さとした。つiりアメジカは社会民主党をだきこみ，彼らをヨ

P ッパ糧抹化のための政治的代理人に据えた。また社会民主党も

い議カある人jの設治的従属物になることで，アメリカニズムとi日い
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「精神的共同体」の統合体として第二インターを再建したのだ。

③こうしたアメリカの世界再編と支配をめぐる最大のライバノレはイギリス

であり，戦後世界の基本的対抗も英米の対立を基調とするものである。今の

ところ「アングロ・サクソン同盟」を形成しているが，その実体は，ポンド

の零落とドノレの力を自覚したイギリスの資本家が，未だ田舎者で世界政策の

実務に通じていないアメリカの資本家に代り，業務協力しているにすぎない。

あらゆるものを自国内で生産し，しかも世界経済に占める生産物の割合(こ

こでトロッキーは，農産物，石油資源，鉄鋼，自動車，金準備などの経済的

数値を挙げる〉が圧倒的に高く，さらにヨーロッパ各国の倍をうわまわる「国

富」をもっアメリカの経済力は，他国を絶対にょせっけない「バピロンの塔」

である。アメリカの「平和主義的」膨脹は，ヨーロッパを植民地化した現在，

中国やオセアニアに向いている。従ってイギリス資本がアメリカに対する協

力で一時的な収益をえても，アメリカによる大英帝国への蚕食は続き，名実

ともにアメリカ経済の世界支配(イギリスの糧称化〉が実現されよう。イギ

リスの弱体化とアメリカの強化を必定とするこの「活動共同体」の衣の下に，

戦争ιつながる爆発物が，隠されているのだ。

⑨各国民的な諸領域(全世界〉を，アメリカ的な単一の網の目を通して統

合し，それじしんを構成部分と化す「アメリカ的な平和主義の綱領」は，平

和でなく戦争と革命をうちにはらんでいる。なんらかの抵抗をひき起すこと

なしに，全世界を「支配管理」するのは不可能だ。新たなタイプのアメリカ

的支配は，ヨーロッパの不安定な均衡回復という，西欧を変質させる成果をあ

げた。しかしヨーロッパに戦争をひき起した民族国家やその対立は止揚され

ておらず，むしろアメリカは対立を客観的には激成している。

このような戦後のアメリカ的な単一の世界体系から導出すべきプロレタリ

アートのスローガンは，rヨーロッパ社会主義合衆国J，rソ同盟に連合した調
和ある労働者・農民のヨーロヅパ」であるのアメリカはまた中国に進出せん

としているが，中国や東洋が同盟すべきは「レーニン」である。ヨーロッパ

とアジアで帝国主義アメリカと革命的ボノレシェヴイズムがあい衝突している。
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これが新しい歴史を推進する基動因だ。レーニンがし、ったように，われわれ

じしんがアメリカ化し，帝国主義アメリカを「アメリカ的ボルシェヴイズム」

が克服し勝利することで、ある。

以上がトロッキーの論稿「世界的発展の展望」の大要である。みられるよ

うに彼は，この論稿で，以後20年代の彼の理論を特徴づける多岐にわたる論

点に言及している。たとえばファシズム(=ボナパノレテイズム〉論や革命観，

社会民主党論，アメリカ論など，いわば彼の理論の原基形態の全容が，ほぼ

あらわされているように思えるが，ここでは「民主々義的平和主義の時代」

観に関説するにとどめたい。

トロッキーのこの所論に対し，先にみたごとく，スターリンやブハーリン

がそれぞれ独自の見地からただちに反論を加えた。彼らの批判の焦点は多少

の相違はあれ，一口でいって， トロッキーのいうアメリカのヨーロッパ支配

による西欧資本主義の社会的経済的政治的「均衡」が，できあがったところ

を衝くものだった。つまり外因論批判である。アメリカによる「ヨーロッパ

糧株化」論は，コミンテノレンが宣した世界革命の新しい時代を根拠づける危

機の存在をみようとせず，西欧革命を不当にもはるかかなたに追いやるカウ

ツキー，、、ヒノレブァーディングばりの超帝国主義論だとする批判であった。彼

らは，ヨーロッパに達成された「均衡」が脆いものであり，やがて崩れるだ

ろうと予見し，その要因を帝国主義的な各国聞の対立拍抗として析出し，そ

のことで危機の存在を根拠づけんとしたわけで、あった。しかしながら，彼ら

の行なった批判も，新しい時代が開始されたばかりと L寸歴史的制約をうけ

ていたとはいえ，つまるところトロッキーのヨーロッパ・アメリカ関係論に

対し，各国閣の不均等発展論を対置する関係論的批判であったという点で，

問題をもつものであった。後年コミンテノレンで，相対的安定期のなかで情勢

論を構成する際，不動の位置を占めるにいたる不均等発展論は，このような

かたちではじまったのである O その反面で， トロッキーが述べたアメリカを

自律的中枢とする単一の世界体系への資本主義世界の再編論は，超帝国主義

論だとし、う解釈に収束されていくのであるの
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ところでトロッキーは，アメヲヵ・袋一口ッパ関係視角にたって新しい時

代のよってきたるゆえんな畿なり v;こ解いてみ4さたのであるが，その際，

々察部品JLjflJ主義J持代の現出を，まず階級簡の力関係の変イじのうちに求め，

その苦言提のうえで経済分析に入っていく。この点では，コミンテノレンの他の

と変わりがなし、。またすでに述べたごとく，後がこのヨーロッパ対アメ

ザカ視角合情勢論のや心に捺えて説くやり方は，第4同大余での報告からで

あったが，それは，いわば後の世界の均衡体系議の破綻をつくろうものとして

提起されたのであった。そしてグァルガが第5回大会報告で与えたアメザカ

の対外進出の毅カ観あるいはアメジカ論と軌をーにした把握にもみらるよう

に，このト詳ツキー的観点は，はやくからのグアノレガの視角(たとえば「逸

剰生産領域Jと「過少生産領域|へのこ大草分論〉でもあったといえる。そ

のためか， ト口ツキーが 3-Pッパの設落とアメヲカの膨E援を統…化し

世界経済の矛惑の焦点をそこにもとめる構想を提記した時点では，このョー

開ッパ対アメリ のものを論題とする議論はコミシテノレンではほとんど

なかった。それは次節にみるラデック・ベッパ…論争からはじまったのであ

る。この24年室長半時には，スターリンの論述にもみられたように，務しい時

誌の開始が，アメヲ jJのヨ-]:1ッパ道露出とわかちがたく結びついており，か

かる点ではコミシテノレンにおいてのみならず，第2インターをも含めほぼ共

通の認識にたっていたので、ある。モーの際ト世ツキ…は， ドルによる主宰ー開ツ

パ通貨の支怒と社会設主党や第2インターのアメリカイむを実体とする，アメ

りカ〈イギリス〉のヨ…ロッパ統合支配と自治領論にもとづく戦後世界〈ヨ

一切 yパ〉の相対的安定識を唱え，またとんファーディングらは，生産技術，

までもふくむプメヲカ化の議開を予見する，組織された

資本主義識を様態してみぜたわけである。こうした把擦の類似性が，本来，

く相設する20年i伐の資本主幾認識にもかかわらず，ブハーザンのごとくト

ロッキー現檎を kノレブァーディングの所論と問じものと見散す批判を誘発し

たといえる。

トロツキ…の新しい時代畿の主なおらいは，つf!のところにあったと解す

ことができょう。大戦後，世界政治経済よで唯一の自立的帝霞主義としての
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地金をずこもっていたアメりカじしんが， ~議;村均衡をピ農業恐j慌により破砕され

たこと --c，話立性~失い， rそれじしんで‘存在しえなく j なった，つまり対外

部均衡をえる志向〈口「平和主義」的膨張〉ざと，いっそう不可欠とするにい

たった。このアメリカの志向が，乙しんの圧倒的な経済力とあいまってアメ

ヲヵ的な単一の世界体系を創出したのである。すなわちプメザカの対ョ… n

ッパ進出がアメザカの外的均衡をえる志向の一環をなし，アメリカは「ほん

の小指のカで」郎時多:=1-1'10/パ令支配統合した。これで間款は，

よる経済的均衡な，労去をの安定による社会的階級的i均衡な，社会罰金三党

のアメジカ化と内離の鑑識による政治的均衡をとえた。そして他方でアメリカ

とヨーロッパの椙互の関係から外的均衡たる国際;均衡も議成された。まさし

くトロッキーによれば《世界はい':l:やアメザ 2ちである》というアメザカ

の戦後役界が現出したのである。このような意、味でト Pツキーの所説は，害義

底した世界の均衡体系論の観点で一貫しているといえるのであるo

彼の説く税対的安定期論は，従ってアメリカ的な単一の世界体系じたいが，

紹対信一時的安定をえたことであり，その fー構成部分」である滋… P ッパ

もその眠りで均衡をえたく=r民説々義的平和主義の時代jの到来〉
とL寸趣旨になろうか。しかしアメリカ部な支誼体系も，ず寸5、?とアメりカ経

済が自律(iIJ設を欠~，唯一プメザカが他国に比して倒的な経済力なもつ

ことで体系 られまぜり， といっても本来的に動謡的で不安定なもの

である O 加えてかかる世界体系の齢出は，不断に各構成部分からの反作用さど

中枢部アメ Fカじしんが変ともにうけることで，体系の動揺性にいづそうが!

かけられることを意味するついずれ文ネどうりの戦後役界の全部関壊=

全数的危磯が勃発する条件は，着々と濃いつつあるJ世界的発幾の畏議Jに

おけるト Fツキーの主隅の接心がこれなのである。

とすればスタ…リンやブノ、ーザンからのたとえばトロッキー理議に辻危機

ないという批ヰ乙れま，的の外れた，到底ト口ツギ子ーを綿棒させうるもので

はなかったといわざるをえない。むしろトロツキ{にこそ危機な強調するニ

ュアンスが怠濃くにじみでている。後らが，そもそもト狩ツキ…理誌を正し
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く理解したうえで批韓合加えたのかも疑問とするが，も えてトロッキー

玉虫論に;(1し問題にイ干すべき論点があるとしたら，つぎのようなことマあった

であろう。その第 lは，経済的均衡，字社会的階級的均衡2 政治的均衡，

的均衡などの概念宮基準とするトロツやーの単一のアメ担カ的な世界体系諭，

世界の;均衡体系論にあるO 第 2誌， ト戸ツキ…の戦後の瞭史観であるcつま

り資本主義的発援が大戦を機に終ったところから構想、する戦後世界観にある。

3にト口ツキーは，単一のアメリカ的均衡体系がし、つどのように破砕きれ

崩壊するのかの観点から危機の成熟を執助に追跡するが，この舵機と危機と

して発現する経済基盤ーそれはまた社会主義への物的条件~13 々成熟さ社て

いるーの統一的把握の体系を提示しえてないことにある。

さしあたり，このようなことをど指揮しうるが，当時のコミンテノレン内での

批判は，ここまでたちいって考察したものはなく，それが可能となるには，

相対的安定患の資本主義の経務成長とし、う現実の資本の運動展開をな

とするのであった。

り し Trotzki.Aussich士号nder i耳Teltentwicklung，in :“Europa und Am君主ika"1926 

Berlin. SS. 50~92. K Bonpocy 0 nepcrreK叩 B3X 附 pOBoro p33BHT!lH， 

〈間関CTHH}，5 a語ryCTa1 924r，むTp.3~4. 

2) ト口ツキーがこの論議でうちだしたアメヲカのヨ{口ッパ支西己論と f笑米j活動共

論のはらむ問題については，拙稿「コ ξ ンテノレンと世界経済論j 的北大

!;fJ;27巻第 1¥}，227Jをなも参照織いたい。

3) J， Pepper. 3 Jahre Kommunistische Internationale， in lahrbuch fur Politik-

Wirtschaft Arbt'iterb記wt'gung1 925~26 ， 1926 Berlin， ss. 1O~31. 

4) トロツ今ーは，概念的に F均衡jと「安定j主f区室せしているが， しかし突際上，
「綴対的安定jとL、う用語会f，ト戸ツキーがこの所諭で，はじめて佼ったといっ

てよい。このあとラデックも使泊するが，絞ら~主「経済白羽~t生j を了欠いた戦後習を

して綴対的安定と表現しているようだ。コミンチノレγの主滅的

見解で、は， 25王f-ごろから f安定化jとか「一時的部分的JとLヴ表現が使われ，
戦後経済企之総務水準右f突破したお年ごろから「相対的安定Jなる用語が胤い与れ
たように思える。主主主迂 E， Varga. Wirtschaft und Wirtschaftpolitik in 1. 

Vierteljahr 1925， in:“IPK" 8 Mai 1925.災r77. s. 1018.も参照。

5) 24俸の半ばには，第2イγターにおいてピノレアァーデ4γグのみならず0・ライ

ビターや0・パウアーなども f組織された資本主義」議合格えるが，彼らの所論
は，当然にもゴミンテノレンからの批判令喜子びおこした。パウアーやライヒターの
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所論は， Der Lebendige Marxismus， Festgabe zum 70. Geburstage von KarJ 

Kautsky， 1924 (VerJag Detler Auvermann KG Gashutten in Taunus 1973)， 

ss. 45~ 100 u ss. 407 ~464 にみることができる。

6) 次節でみるが，プレオブラジェンスキーが著書『新しい経済』で，このトロッキ

ー的欠陥を補完して，理論的な「解」を与えんとしたように思われる。

以上，コミンテノレン第5回大会以後，新しい時代観をめぐって輩出してき

たコミンテ/レγ の情勢分析論を，スターリン，ブハ{リン， トロッキーらに

代表させてみてきた。大戦に継起した危機の時代をどうみるか(=総括〉に違

いはあれ，彼らは共通して民主々義的平和主義の時代を，戦後の時代の到来

とうけとめ，戦後世界の構図をデッサンしはじめた。スターリンは，英米対

立を基調とする金融的絞殺と民族抑圧の帝国主義世界体系に，ブハーリンは，

諸列強の対抗などを焦点におく帝国主義(=国家資本主義トラスト〉の均衡

体系に，あるいはトロッキーは，それじしんが安定をえたアメリカ的な単一

の世界体系(=ヨーロッパの安定〉とかし、うぐあいに，それぞれ三様の提起が

なされていた。だが当時のコミンテノレンでは，このような戦後世界政治経済

の体系的構想にまでおよぶ，たちいった検討は殆んどなされなかった。また

おしなべて危機の成熟や矛盾の発現に分析の焦点をあわせ，そこから情勢論

を組みたて，西欧中心の革命を展望することでは，それぞれに相異はない。

ただ後年 (1928年)トロッキーは，情勢を説く際，ヨーロッパの内部条件か

らかアメリカから発するのかと分析視角の相異を整理してみせるが，つまる

ところ彼らの主要な対決点は，各国資本主義とりわけ西欧資本主義の自生的

.自律的展開が戦後段階にもありうるか否かにつきるように思える。それが，

この論争で次第に顕示されてきたといえるだろう。

24年未からのブノレジョア政党による政治支配の本格化は，それを条件とし

て，西欧における「資本の運動」の再開，つまり資本家的攻勢=資本家的回

復と成長への開始をつげ、るものとコミンテノレンにおいてうけとられた。コミ

ンテノレン第5回プレナムで「一時的部分的安定」を宣するまでには，なおひ

とつの論争一戦後世界政治経済の体系的構想、それじたいの検討ーをへなけれ

ばならなかったが，それは節をあらためて論じていくことにしたい。

-1977・3・5ー(未完〉
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